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レミフェンタニル予測血中濃度を求めるための簡易式の検討
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レミフェンタニル予測血中濃度を

求めるための簡易式の検討
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旭川医科大学病院手術部

レミフェンタニルは分布容積が小きく，半減期

がきわめて短い薬物であるため，持続投与中に短

時間で定常状態に到達する．ゆえに投与速度から

血中濃度の算出が可能であるL2)．しかし，その

計算式は複雑で臨床で利用するのは困難である．

そこで，簡易的に血中濃度の推定を行う方法を検

討した．

正式な計算式

定常状態時の予測血中（血葉）濃度や効果部位

濃度は，投与量を用いて以下の式で計算できる．

Ｃ（､g/ｍＬ)＝α×，（ﾉｕｇ/kg/ｍin）…･………｡(1)

キーワード：レミフェンタニル，予測血中濃度，

簡易式
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α=で器詩……一……'2Ｉ
Ｃ：濃度(Concentration)，α：定数または変数，

Ｄ：投与量（dose)，ＢＷ：体重（bodyweight)，

Cl,餅代謝クリアランス（metabolicclearance）

プロポフォールはＣｌ,が体重に比例し，身長・

年齢などその他のパラメータに依存しないため，

αはすべての‘患者で同一であり定数である3)が，

レミフェンタニルはＣｌ,が年齢（age)，除脂肪体重

(leanbodymass：ＬＢＭ）によって変動するため

一定ではなく変数である4)．レミフェンタニルの

Cllは以下の式で計算される4)．

Ｃｌ,＝2.6-0.0162×(age-40）

＋0.0191×(LBM-55）……………………(3)

また，ＬＢＭの算出方法は男‘性，女'性で異なって

おり，身長（height：ＨＴ，ｃ、）を利用して，以下

の式で計算される．

男性ＬＢＭ

＝１．１×ＢＷ－ｌ２８×(ＢＷ/ＨＴ)2．……………(4)

女性ＬＢＭ

＝1.07×ＢＷ－ｌ４８×(ＢＷ/ＨＴ)2……･･……(5)

つまりレミフェンタニルの血中濃度は，身長，

体重，年齢，性別によって変動する値である．こ

の変数αは，イギリスの添付文書(Ultiva⑧,Glaxo‐

SmithKlineUKLtdBrentford,ＵＫ）で２５と紹介

きれているが，，患者によっては，１５～６４までの

広い範囲で変動し得る値である2)．

推定式の検討

さて，臨床の現場で，上記(1)～(5)式を利用して

血中濃度を算出するのはいささか現実的ではない
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